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1．は じめ に一育児知識 へ の 注 目一

　育児知識とは 、育児 にかか わ る価値 、 信念 、

情報、処方的知識の総体で ある 。 育児知識 は、

ある社会 、 時代、地域、文化等 によ っ て 変化

す る もの で あ り、 こ の ような育児知識 に基づ

く育児行為 は、個々 の 家庭や親の育児 ・教育

方針の もとで 規定 され るだ けで な く、社会や

文化において 共有された知識の伝達 と再 生産

にかかわる社会的行為で ある。

　現代社会 にお いて 、育児 を含む 広義 の 教育

の社会学的研究に求め られ て いる の は、　 「育

児問題」 を生み出す社会構造と具体 的な育児

行為を っ なぐ理論的深化 と説得性ある実証的

研究で あろ う。

　本報告で は 、日常的知識と し て の 育児知識

に注目し、そ の 理論的考察をふ まえて 、 日常

的知識の伝達媒体 として の 育児雑誌の 趨勢 ・

内容分析を行い 、育児知識の 伝達構造 の 変化、

育児雑誌の登場と興隆の 背景、社会化工 一ジ

ェ ン トと して の 母の変容を検討す る 。

2 ．育児知識研究の 理論的枠組

　知識に は、ある 対象に つ い て の 実在的な 認

知 にも とつ く知識 と、 ある行為 を実際に行 う

場合の 手続き的な知識がある。前者は 、い わ

ゆる アカデミ ッ クな 知識や学校知識 とい われ

る もの で あ り、後者は 、 ある状況 におい て な

ん らか の 問題を処理 する た め の 方法的、日常

的知識で ある 。

　従来の知識社会学の多 くが 、 アカデミ ッ ク

な知識に焦点を 当て て きたの に対 し、日常的

知識へ の 着目の 重要性 を指摘 したのがA．シ ュ

ッ ッ 、 P．バ ーガーらの 現象学的アプ ロ
ー

チで

あ っ た。バ ーガーはシ ュ ッ ツ をふまえ、 日常

生活世界にお いて 「知識の社会的在庫 （social

stock 　of   owledge ）」 の なかで 突 出して 優

位な位置を占める処理的知識 （recipe   ow−

ledge）に注目した 。 また 、イギリス の幼児

学校 を研究対象 とした R．キ ングは 、 学級の 日

常的現実が 、子 ども 中心主義イデオ ロ ギー
に

裏打ちされた 「事柄を処理す る 日常的処方の

セ ッ ト」 として の 処理的知識の も とで構成 さ

れ る こ とを実証的 に明らか に した 。

　 とは いえ 、これ まで 教育社会学の研究領域

にお いて は 、アカデミ ッ クな次元で の学校知

識研究が主流で あ り、日常的知識と して の 育

児知識に焦点 を当て た理論的 ・実証的研究は

少 ない 。

　そ の なかで も、ア カデミ ッ クな知識 と日常

的知識 とを結びっ ける理論的可能性を提起 し

た の が B，バ ー
ンス テ ィ ンで ある。バ

ー
ン ス テ

ィ ン は、高度に洗練され た
一

連の 文化伝達理

論 におい て、社会の マ クロ な構造的関係が、

諸個人間の ミ クロ な相互作用レ ベ ル にお い て

どの よ うに立ち現れるか に焦点をあて た。そ

の 中心的概念が 「類別」　 （権力） と 「枠づ け」

（統制）で ある。また、知識構造の 分析 にお

い て バー
ンス テ ィ ンは 、ハ イア ラーキカルな

専門的知識 として の 垂直的知識と、ロ ーカル

な 日常的知識で ある水平的知識を提示 し、知

識構造の組織化と知識伝達 ・獲得 の 場の 考察

の ために は、両者の統合的分析が不可欠で あ

る こ とを示唆した 。

　この よ うな理論的枠組みをふまえて 育児知

識の伝達構造を検討す るな らば、育児知識は、

専門的 ・
価値体系的知識と 、 処方的 ・日常的

知識 、そ して 両者を媒介するイデオ ロ ギー的

知識 の 3 っ の レベ ル で 捉え る こ とがで きる 。

　家庭や幼児教育機関な ど 、 子 どもの 社会化

の 場にお いて 用い られ、伝達 され る知識に は 、

専 門的 ・価値体系的知識と、処方的 ・日常的

知識が あるが 、 親や教師 とい っ た社会化 の エ

ー
ジ ェ ン トが 、 「知識の 社会 的在庫」 か らど

の ような知識を選択 ・類別 し （What）、どの

ように伝達 ・統制する か （how）とい う知識伝

達の 構造と過程に は、社会構造を反映 したイ

デオ ロ ギー
的知識が作用 して い る。しか し、

権力と統制を秘か に内包 した知識の イデオロ

ギー的側 面は 、社会化工
一

ジ ェ ン ト自身にも

明白に意識される こ とはない 。
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　本研究におい て 、育児雑誌に注 目する理 由

は 、 第
一

に 、 1960年代以降の 市販 の育児雑誌

の 登場 とその 後 の 興隆が、育児知識の伝達構

造の変化を示 して い る こ と、第二 に、育児書

に比べ 育児雑誌は、読者の ニ ーズ に即応す る

メディ ア で あるた め 、 育児 をめぐる価値や意

識の 変容を把握 しやすい こ と、そ して第三 に 、

とくに日本 の育児雑誌は読者の声を反映 した

誌面作りを強調 して お り、社会化工
一

ジ ェ ン

トの 育児をめぐる葛藤 を読み 取 りやすいか ら

で ある 。

　本報告で は、 この よ うな特徴をもつ 育児知

識の伝達媒体 と して の育児雑誌の 分析 を通 し

て 、育児知識の 伝達と母 の 変容の 過程 を考察

して い く。

3 ．知識の伝達媒体 と しての育児雑誌

　〔1｝育児雑誌の 登場と興隆

　1969年、市販の 育児情報誌 『ベ ビー
エ イ ジ 』

が 創刊 された。　「新時代の 楽 し い 育児雑誌」

（1969年 10月 、 第 1号） と銘打 っ た同誌は、

核 家族化、都 市化が進むなかで 、乳幼児 を も

っ 若い 母親たちの 育児の 不安や疑問に応 える

育児情報 メデ ィ ア として 出版され た 。 その 4
年 後には、同様 の 育児雑誌 『わた し の 赤ちゃ

ん 1（1973）が対抗誌と して登場 し 、 80年代には

妊娠 ・出産に関す る情報誌が相次い で 創刊 さ

れ 、マ タニ テ ィ 雑誌ブー
ムが起 こ り、90年代

に は妊娠 ・出産 ・育児の 一
貫誌 『たま ごクラ

ブ』『ひ よ こク ラ ブ 1（1993）が発行され るな ど、

日本で は70年代以降、育児雑誌の 興 隆が ある。

　現在 、 日本で 発行されて い る主な育児関連

雑誌数は60誌 を超 え、発行部数が20万 部を超

える もの も10誌以上ある 。 近年、少子化傾向

に拍車がか か り、出生数が減 り続ける
一

方で 、

1970年か ら30年の 間に育児雑誌全体の発行部

数はおよそ 6 倍とな っ た 。

　育児雑誌の登場の 背景に は、社会構造 の 変

化がある。 日本の 家族構造は 、戦後の 高度経

済成長期以降 、 大き く変化 し 、 その特徴 は家

族規模の 縮小 （小家族化）と家族構成 の変化

（核家族化） にあ る 。 また産業構造 の変化は、

労働力移動をと もない 、都市部へ の 人 口集 中

を もた らす とともに 、男女の 生活構造 にも変

化を及ぼした。かつ て 、農家の嫁 、 自営業の

担 い手 として 家族とともに就労 して い た多く

の 既婚女性は 、都市部の 賃金労働者 （夫） を

ささ え る専業主婦 の役割を担 う存在 とな り、

夫 ＝ 生産労働 （稼ぎ手）、妻 ＝ 再生産労働 （

家事 ・育児）とい う性別役割分業シ ステムに

割 り振 られて い っ た 。 育児雑誌は 、こ の よ う
な家族の 変化 、産業化、都市化、女性の 妻 ・

母役割 へ の特化 と い っ た社会状況の 急激な変
化の なかで 登場して きた の で ある 。

　社会構造の 変化は 、育児知識の伝達方法 に

も影響 を及ぼ した 。 か つ て親族関係や地縁の

なかで 、弟、妹や近隣の子 どもの 世話を経験

しなが ら、 自然 に伝達 ・習得 されて いた 育児

知識と育児方略か ら、親族ネ ッ トワーク、地

域ネ ッ トワ
ー

クが機能 しにくい 現代の 閉鎖 的

育児空間にお いて は 、 パ ー
ソナ ル な関係性 の

な かで の 知識 ・情報伝達よ りもメディア を媒
介とした知識伝達構造 へ と比重を移 して い く

こ とになる。

　また、70年代以降 の 少子化社会の 到来の な

かで 、親たちは 「少ない子 どもをきちん と育

て る」 とい う育児戦略に駆 り立て られ 、それ

が育児の 主 な担 い 手と して の 母役割の 強化へ

と結びっ いて い っ た 。

　身近な相談相手の 不在、　「は じめて の 育児」

の とまどい 、子 どもを 「立派に 育てな くて は 」

とい うプ レ ッ シ ャ
ー、この よ うな若い 母親の

育児不安を解消 し、安心感を与え、具体的な

育児知識や対処法 を供与する実用的メデ ィア

として 、育児雑誌 は読者層を獲得 して い っ た
の で ある。

　｛2）育児知識の 入手先

　現代の若い 母親たちは どの よ うに育児知識
・情報を入 手 して い る の か、首都圏の 幼稚 園
児 をもっ 母親約1000人を対象に行 っ た育児意
識調査 （早稲 田大学教育社会学研究会 1999）
をもとに、知識の 伝達媒体 と して の 育児雑誌
の 位置づ けをみる 。

　育児知識 ・情報の 入 手先は 、人づ て のパ
ー

ソ ナル な 入手 （近親者、近隣）と 、 育児メデ

ィ ア （育児雑誌、育児書、テ レビ ・ラジオの

育児番組等） に大別で き 、   親や親戚 、   育

児雑誌   近隣が育児知識の三 大情報源 とな

っ て い る。また 、　「育児雑誌を読ん だこ とが

ある 」 と回答 した母親は 9割 を超え、育児情
報源 として 育児雑誌の 占める位置は かな り大
きい こ とが わかる。加えて 、親 の居住地が遠

い ほ ど、育児雑誌、育児書か らの知識 ・情報
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の入手が高まる 傾向がみ られ た 。

　  育児雑誌が読まれる理 由

　同調査に よれば 、 子育て 期の 母親たちが育

児雑誌 を読む理 由と して も っ とも多い の は、

  子どもの 発達や病気な ど、子 どもの 体の こ

とがわか るか ら（88．1％）、 つ い で   育児相談

な ど身近な話題が の っ て い るか ら（75．9％）で

ある （上位 3位の 計）。 また  読んで いて 楽 し

い （30．4％）、  し つ けの しかた がわかる （28．

4％）、  子 ども の 教育の 情報入手 （26．8％）

も 3割前後ある 。

　育児書が、よ り専門的な育児知識の伝達媒

体 として の 特徴をも つ とすれば、育児雑誌は 、

平易さ 、 読者の共感 を基盤 とした身近な話題、

現代の 育児方略に対応 した 流動性 と柔軟性を

も っ メディ ア と して 、機能 して い る とい える

だろ う 。

　 しか し
一
方、近年実施した 母親 へ の イ ンタ

ビュ
ー

調査で は 、 育児雑誌の 利用が、あふれ

る情報の な かで 知識 と情報 の 取捨選択の 困難

を もた らし、雑誌掲載の モデルの 子 ども と 自

分の子 ども の 成長 を比較 して 悩むケ
ー

ス な ど

も報告 され た。高度情報化社会 の現代にお い

て 、社会の 価値体系や 社会化工 一ジ ェ ン トの

意識の多様化に対応す る商業メディ ア と し て

の 育児雑誌 は、一定 の 有用性を もつ もの の 、

その 時々 の 話題性を追求 し、読み 手の 欲求や

感情を煽 り、不安を増幅させ る側面が ある こ

とに も留意 して お く必要が ある。

4 ．育児雑誌 にみる母の 変容

　本研究で は、育児雑誌の草分 け的存在で あ

る 『ベ ビ ーエ イ ジ 1と、90年代 に登場 した 『ひ よ

こクラ ブ』の 記事 内容 を 中心 に．1969年か ら

2001年ま で の およそ30年間の 育児関連雑誌の

趨勢と内容 を分析 した 。 70年代か ら90年代の

育児雑誌の 変化を簡潔に ま とめ るな らば、 

専門的 ・正 当的知識の 伝達か ら、読者参加型

の等身大の 育児知識の 共有へ 、  よ りよい子

育て の模索か ら、楽し む育児 、 悩 める母の本

音の提 示へ と い っ た特徴が あげ られる 。

　本報告で は 、 70年代か ら90年代へ の 育児雑

誌の 変遷を、母 の 変容との 関わ りで 追う こ と

に した い （雑誌内容の 詳細な分析は 当日 の レ

ジ ュ メを参照）。

〔1〕科学的知譏 と模範 的母親像の 提示
一70年代一

　1970年代、と くに創刊 当初 の 育児雑誌内容

は 、離乳 食、衣服 、 しつ け方 とい っ た具体的

な育児方法の紹介 と、 子 ども の発育、病気、

心 理 な ど専門家による科学的育児知識の解説

が かな りの 紙 幅を しめて い た 。

　 戦後 の 高度経済成長期を経て 、 育児を 取 り

囲む環境、もの 、人び との価値観が変化 し、

先行世代の育児経験は必ずし も役立っ もの と

は い え な くな っ て い た 。70年代の 育児雑誌に 、

赤ち ゃんの発育 、 病気、しつ けな どの 専 門的

知識に つ い て 「そ の 道 の 権威」 にわか りやす

く答えて も ら う記事 内容が多い の は、若い 親

たちの 「科学的で モ ダンな育児」 と い う理想

に応え、 「よい 子 を育て る」 情報誌と して の

機能が求め られ たた めとい える だ ろ う。

　 そ こ で 伝達され る 内容は 、 疑問を挟む余地

の ない 「正 当」 な育児知識で あ り、ある べ き

子 ども、あるべ き母親の 理想像で あ っ た 。70

年代の育児雑誌か らは 、内容の 平易さを志向

し っ っ も、正 当的知識を も っ た 専門家か ら新

米母親 へ の 、 垂直的知識伝達 の 構図が浮かび

上が っ て くる。

  読者参加 と r選択」 として の母一80年代一

　1980年 代、育児関連雑誌 は新 しい 展開 と変

化 をみせ た。そ の 特徴は80年代半ばの 妊娠 ・

出産情報誌ブーム と、育児雑誌 の多様化 傾向

で ある。

　こ の 時期の 育児雑誌は、読 者で ある母親自

身の 「声」 によ り重点がおかれ、専 門家 によ

る 助言は ある程度の 権威を も っ て語 られ る も

の の 、それはや や背後に退 く形 とな っ た 。記

事構成は、専 門的で 正 当な育 児知識の 垂直 的

伝達 と、読者の 投稿による 日常的実感 を も と

に した水平的知識伝達構造の 二 本立て にな っ

て い く。

　 また 80年代は 、女性の 晩婚化 ・晩産化が進

行する と ともに 、 男女雇用機会均等法 が制定

され るな ど、女性 たちが 、 それ まで 自明の も

の とされ て い た 、結婚
・妊娠 ・出産を意識 的

に 「選択」 する よ うにな っ た時期で ある 。

　　「母で ある こ と」 が必ずしも自明の もの で

はな くな っ た ことに よ っ て 、育児雑誌 に は新

し い母親像 の 模索 とい え る ような記事 内容が

増 えて い く 。 読者参加の 誌面で は、子育て の

悩 み相談だけで な く、　「我が子 自慢」 と呼ぴ
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得るような投稿写真や記事の割合が増大 した。

80年代の 母イ メ
ージ は、か わ い い 子 ども と便

利な育児グッズ に囲まれて 、幸福に育児す る

「主役 として の 母親」 像へ と収斂する。

　 しか しまた、80年代後半の 誌面 には 、 母親

の 育児ス トレスや 人間関係の悩み 、夫の育児

関与 の不十分 さ とい っ た 「育児 問題」 の 特集

が頻繁 にみ られ る ようにな り、育児の 「主体」

と して の 母親像 の 理想 と現実 の 軋轢がみて と

れる 。

  r完璧な母親像」 の 溶解一90年代一

　1993年 に創刊 され た 『たま ごクラブ』 （妊

娠 ・出産期向け） と 『ひ よ こ クラブ 』 （育児

期向け）は、どち らも90年代半ばには発行 部

数で 既存の出産 ・育児情報誌 を追い 抜 き、96

年には 1歳半か ら 3歳児の 子どもを もっ 親を

対象に した姉妹誌 『ご っ こ クラブ』が創刊 さ

れ 、 「た まご ・ひ よ こ ・こ っ こ 」 の 合計発行

部数は毎月76万 部 （2001年現在）を こ える ま

で にな っ た。

　90年代型 育児雑誌の代表格 『ひ よ こ クラブ 』

の 特徴は 、　 「読者の共感」 に基づ く 「本音の

育児」 を前面 に打ち出した点 に ある 。この時

期 以降 、育児知識の伝達 は 、専門家 による正

当的知識の 権威的伝達形態か ら、読者同士 の

情報交換 へ と移行 した 。 子 どもの発育や 健康

に関わ る専門性を要請する 内容で あ っ て も、

専門家の解説は強調されず 、読者が発信する

水平的知識伝達 の 背後に隠れ た形 にな っ て い

る 。

　 『た ま ご ・ひ よ こ』誌の登 場は、既存の育

児雑誌 の 「た ま ご ・ひよ こ」 化現象 を引き起

こ し、育児 雑誌の 誌面構成で は、読者参加ペ

ージの 増加 と と もに 、写真 ・絵 ・まんがの 比

率が拡大した 。

　90年代の 育児雑誌で は 、80年代に み られた

「育児を楽 しむ幸福な母親」 像の模索 とい う

よ りも、失敗 を繰 り返 した り、とき に は 「母

で ある こ と」 か ら距離をお い た りしなが ら、

日 々 の 育児実践に向か お うとする母 親読者に

寄 り添っ た記事作 りの 徹底が図 られ る 。 こ れ

は 、 正 当な育児知識の探求が後方 に退い た こ

と と連動 して 、　 「完璧 な母親」 像の 希求 もま

た薄れた こ との あ らわれ とみ る こ と もで きる。

90年代の 育児雑誌 の 特徴 は 、正 当的育児 か ら

個人本位に もとつ く 「本音」 の 育児 へ の 変化

と要約で きよ う。

（4）育てる 「主体」 としての 母の形成

　 しか し、 「完璧 な母親」像の 溶解は 、母役

割の 消滅や 、 性別 役割分業の 問い直 しを意味

する もので はない 。育児雑誌 の登場 と興隆は、

近代家族の特徴と して の 「子ども 中心 主義」

の
一

般的浸透 を意味する もの で もある 。

　育児 メディ アは 、ある べ き 子 ども像を 形成

す るの と同様 に、 「親」 とい う育て る 「主体」

を形成する 。　 「子 ども」 に向 けられた まなざ

しは 、育て る 「主体」 として の 親、と くに育

児 の責務を担 う母親像を可視化する。

　育児雑誌とい う媒体は 、処方的知識の 伝達

の 「場」 で ある とと もに 、子ども中心主義の

イデオロ ギーと性別役割分業規範 を密やかに

浸透 させ、育 て る 「主体」 として の 母役割を

強化するイデオ ロ ギー
装置として も作用する 。

た だ し、そ こに は母役割 の あか ら さまな押し

っ け （みえ る統制）はない。む し ろ、近年の

育児メディ アの 言説 は 「父親の 育児参加」 を

前提 と し、　 「母親 だけで は な い 自分」 、母親

で ある こ とか らの 解き放ち を強調 しっ っ 、一

方で 「母」 とい う育て る 「主体 1 の 形成 とい

うパ ラ ドクス を内包 し て い る の で ある 。

［注］

本報告は、早稲田大学教育社会学研究会 （研

究代表者 柴野昌山）の 共同研究 『育児知識 ・

言説 に関する実証的研究
一
育児雑誌の 分析を

中心 に 一
』 （2002）の一

部を発展させ た も の で

ある 。
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